
2016 年 度「復 興 デ ザ イ ン 学」

レ ク チ ャ ー シ リ ー ズ
プログラム

１．4月 11 日 14:55-17:00　＠工 1号館 15 号教室
竹之内 優（国土交通省）×廣井 悠（東京大学・都市工学）
テーマ：首都直下の復興デザイン

２．4月 18 日 18:45-21:00　＠工 1号館 15 号教室
佐藤 滋（早稲田大学） 
テーマ：阪神淡路大震災・東日本大震災・首都直下

３．5月 16 日 18:45-21:00　＠工 1号館 15 号教室
室崎 益輝（神戸大学名誉教授）
テーマ：阪神淡路大震災・東日本大震災・首都直下

４．5月 23 日 18:45-21:00　＠工 1号館 15 号教室
永田 智子（東京大学・地域看護学） 
テーマ：復興デザインと地域看護

５．5月 30 日 18:45-21:00 ＠工 1号館 15 号教室
目黒 公郎（東京大学・地震防災工学） 
テーマ：復興デザインと地震防災工学

６．6月 6日 18:45-21:00 ＠工 1号館 15 号教室 
中林 一樹（明治大学特任教授） 
テーマ：阪神淡路大震災・東日本大震災・首都直下

７．6月 13 日 18:45-21:00 ＠工 1号館 15 号教室
中村 尚史（東京大学・社会学） 
テーマ：希望学と 石カレッジの 5年間

８．6月 20 日 18:45-21:00　＠工 1号館 15 号教室
中川 善典（高知工科大学・社会マネイジメント研究所） 
テーマ：復興デザインに向けた防災意識の醸成

９．7月 4日 18:45-21:00　＠工 1号館 15 号教室
本田 利器（東京大学・復興デザイン研究体）
履修者全員でディスカッション 論点整理と議題設定

＊未定 石川健治（東京大学・憲法） 
駒場での講義と重なり月曜夜が難しいため、調整中

復興デザイン研究体
担当：
窪田亜矢　
ak@td.t.u-tokyo.ac.jp
 井本佐保里
imoto@arch.t.u-tokyo.ac.jp

主旨
　災害が起こったあとには物
理的な空間の再建や再生が求
められる。しかし必ずしも適
切な方法論が構築されている
わけではない。「復興災害」
という状況すら生まれてい
る。防災や事後を想定した事
前復興も含めて、強度のある
研究が求められている。特に
実践に基づいた個別の事例ご
との知見は蓄積しつつあるも
のの、それらを学問体系とし
て整理する必要があると考え
ている。
　そのような問題意識のも
と、復興デザイン研究体では
「復興デザイン学」を開講し
ている。
　2016 年度の構成は、首都
直下地震を対象に加えてい
る。また、より多面的な分野
から復興デザインを考える講
義を用意している。


